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2025.11.20(木)西城自治振興区だより
Vol.161

✽こちらから

お入りください

西城町観光協会とタイアップした

情報サイトです

地域の情報などを発信します

ヒバゴンのまち

西城町

自然豊かな広島

県庄原市西城町

の様々な情報を

お届けします♫

西城まちづくり便

ヒバゴンの町西城

制

作

中

令和7年度 庄原市議会「市民と語る会」

西城まちづくり便
〶729-5722  広島県庄原市西城町大佐734

TEL/FAX:0824-82-2175

e-mail:saijyo.jichi@gmail.com

新人議員に2名が参加し、活発な意見交換となりました。

今年度のテーマは「庄原市の未来を語りましょう ～6月・9月の議会を終えて～」です。

新人議員に議会を終えての感想を訪ねたところ「研修期間であり、先輩議員に学び、多くを覚え議会運

営を行いたい」との積極的な意見でした。ベテラン議員には「議会のどこが問題なのか？」の問いに、「すぐ

に結果を求めることはできない、議会全体としては市民の声に応え守らなければいけないと思う」「何かを

実現しようとすれば議員の数が揃わないと達成できない。議論を重ね自分の思う方向に持って行くことが大

事」と話されました。

おもな意見は、庄原市の借金返済について、道路環境整備について、西城市民病院の建て替えについ

て、庄原市内の普通科高校存続について、子育て支援センターが大変良い場所になっていることをピー

アールして、大切にしてほしいなどです。中には議員の公約に対し何パーセント実現できたかとの厳しい

質問もありました。少子化問題に伴う、小学校の統廃合については、さまざまな意見があり参加者の関心の

高さが感じられました。司会進行を務められた徳永議員から「さ

まざまな意見があって当然だと思う。これが正解だということが

今はないのでは。子ども達の教育環境を整えることが1番である。

実現していくために皆さんと議論を重ねていく必要がある」と話さ

れました。

今年度の市民と語る会は2時間を目安としていましたが、西城

の問題を真剣に考えた意見交換であり時間が足りないと感じま

した。議員との意見交換の場を増やし、住民が市政に積極的

に参加していくことが重要だと思いました。

10月10日（金） 西城自治振興センターにて 約30名参加

左から堀内富夫議員、桜田亮太議員、

谷口隆明議員、徳永秦臣議員、國利知史議員

12月12日（金）13：30～

やさしいパソコン教室

11月28日（金）13：30～

都合により変更になることがあります

講師：宮原賢治

健康マージャン(昼の部・夜の部）

独自ルールで行うマージャンで未経験者や初心者

の方でも大歓迎です！予約・参加費不要です。

昼の部 ・12月10日（水）13：30～

夜の部 ・11月26日（水）17：30～
・12月17日（水）17：30～

西城自治振興センターにて

お待ちしています。

活性化プロジェクトチーム会議は、西城紫水高等学校教育
振興会会長、高等学校長、備北商工会会長、西城支所長、
PTA会長、西城中学校校長、西城福祉会理事長、庄原市
教育委員会事務局教育総務課長、庄原市役所企画振興部企画課長、西城自治
振興区副会長、八鉾自治振興区会長、同窓会事務局、教頭、事務長、広島県教
育委員会学びの変革推進部から2名の担当者、計16名で行われています。
協議内容は、令和7年度のこれまでの取組、これからの取組、課題等を踏まえた
生徒募集に係る協議等について意見交換を行いました。
地域みらい留学に係わって、6月に東京、7月に大阪の対面説明会に参加し、西
城紫水高校のブースには32組の訪問がありました。オープンスクールは、28名が参
加し、その中で地域みらい留学を通しての参加者が3名でした。アンケートでは「入
学したい」が生徒43％（昨年度39％）、「入学させたい」が保護者61％（昨年度
50％）でした。個別の学校見学は9名で、地域みらい留学を通しての参加者が6名
を占めていました。9月３日には、庄原市長・副市長に次年度のみらい留学に参加
する生徒旅費等の支援依頼をしています。他県の市町は行政職員が地域みらい
留学のブースを担当しており、西城紫水高校のように生徒と教職員が担当している
のは珍しいそうです。学校としては、生徒が地域みらい留学の説明会に参加する旅
費等の50万円の支援が無いと西城紫水高校の特色がいかせないと危機感を持っ
ています。今後の5年間は続けたいと学校長は考えており、毎年50万円の予算を協
力していただければ、地域みらい留学を活用して生徒募集ができるという手ごたえ
を感じています。
西城紫水高等学校では、少人数学習をいかした「学び直しができる学校」として
評価を得ており、現在、県内・県外の16の中学校から入学生を受け入れ、就職・進
学の実績を積み重ねています。学びなおしとは、単に学習することだけではなく、
学び直しをする過程で、自分自身の可能性を広げ、未来に向かって確かな目標を
持って、たくましく生きようとする生徒の育成がなされていると感じます。卒業生は、
西城紫水高校に来て良かったと思い、次のステップに進んでいます。
今後も、西城紫水高校をあらゆる角度から支援できたらという思いを強くした第2
回活性化プロジェクト会議でした。 文責 副会長 吉浪謙三

10月23日（木）

今年もマメツゲを剪

定していただきました。

ありがとうございました。
有志の方に花を植えていただきました

敬老会事業 平子自治会
平子自治会では、令和７年11月２日（日）に西城ふ

れあいセンターにて、令和７年度平子自治会「敬老

会」を開催しました。参加者は43名で、75歳以上の方

と米寿２名、喜寿６名の方々へ記念品を贈呈し、健康

と長寿のお祝いをしました。また、アトラクションでは、

西城町神楽愛好会のみなさまと西城紫水高校神楽部

の生徒４名による神楽を披露していただき、参加者か

ら大きな拍手や笑い声などもあり、大変に楽しいひと

時を過ごすことがでたのではないかと思います。

平子自治会 事務局長 迫 慎一 談 西城紫水高

生の神楽
兼藤会長から記

念品の贈呈

乾杯！楽しい食事

西城自治振興センター ロビー展

西城のまちなかにいるクモのなかまを田村会

長が撮影しました。いつも見られるクモからあま

り見かけないクモまで27点をオープンスペース

に展示しています。ぜひ、お立ち寄りください。 クモの仲間をじっくり見てください

西城中学校3年生が1年生の時からあたためていた企画です。故郷である西城
町で何か思い出になるイベントをやりたいという思いが「餅つき大会」を考えて、
「西城暮らしと安心の会」で提案され、多くの人の協力により実現します。
みんなで楽しい故郷の思い出を作りましょう！お餅、いや・・お待ちしています！
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備後落合駅開業90周年記念イベント祝

県大庄原キャンパス セミナー

西城自治振興区・グラウンド・ゴルフ大会

左から八鉾自治振興区 高原会長、西城町観光協会 山

口会長、奥出雲町 糸原町長、庄原市 八谷市長、新見市

石田市長、西城自治振興区 田村会長、小林県議

10月5日（日） 開催

防災パレード

子ども写真教室

1,000人を超える多くの人が備後落合駅に来られイベントを楽しまれました。

子ども駅長が来場者をお迎えし、転車台や給炭台跡の見学、ミニSL乗車体験、歌声ひろばは鉄道唱歌

の合唱、鉄道クイズに神楽大黒様の餅まきなど盛り沢山のイベントでした。備後落合駅名物おでんうどんは

長い行列ができ、瞬く間に売り切れる人気でした。

90周年記念イベントが芸備線・木次線を元気にしました。100周年を迎えることを信じ、芸備線・木次線を

守る取り組みを続ける力にもなりました。

イベント開始時の集合写真

10月27日（月） 開催

昨年は開催予定の二日とも大雨のため中止となった西城自治振興区主催のグラウンド・ゴルフ大会。今年

は43名の参加者を集めて無事開催出来ました。11月6日(木)口和総合運動公園で開催する庄原市自治振興

区連合会グラウンド・ゴルフ大会の予選会でもあります。西城自治振興区グラウンド・ゴルフ同好会の森田さん

と吉野さんにコースの設定をお願いしました。ありがとうございました。プレーされた皆さんの笑顔と次年度も開

催してほしいとの声をいただきました。順位表は西城自治振興センターに掲出しています。

みこと自治会では、令和7年10月19日（日）に、西城中学校グラウン

ドで「グラウンド・ゴルフ大会」と「みこと縁日」を開催しました。

前日まで天候が心配されましたが、当日は穏やかな秋晴れとなり、

地域住民35名が参加して、和やかな雰囲気の中で行われました。

グラウンド・ゴルフ大会では、長年親しまれてきたスポーツを通して、

世代を超えた交流が生まれました。参加者たちは笑顔でプレーを楽

しみながらも真剣な表情を見せ、ホールインワンが出るたびに大きな

歓声と拍手が起こるなど、グラウンドは終始活気にあふれていました。

また、同会場では「みこと縁日」として、射的やドローンサッカー、モ
ルック体験などのブースも設けられました。子どもたちはもちろん、大

人も一緒になって挑戦し、地域ならではのふれあいの場となりました。

普段あまり顔を合わせる機会の少ない住民同士が会話を交わすなど、

笑顔と笑い声があふれるひとときとなりました。

本イベントは、住民の健康増進と、親しみやすいレクリエーションを

通じた地域のつながりづくりを目的に実施したものです。みこと自治

会では、今後もこうした活動を通じて、誰もが参加しやすく、温かみの

ある地域づくりを進めていきます。

雨でも笑顔のハロウィーン

ハロウィーンは雨でパレードはありませんでした。「お菓

子をくれなきゃいたずらするぞ！」仮装した笑顔の子ども

達に「よい子になって！」とお菓子をプレゼントしました。

みこと自治会 日野原祥二 談

優勝

中村明子さん
第二位

國司治市さん

左側は

吉浪副会長

開会式 地域振興部世話役 吉浪副会長のあいさつ

第三位

倉田幸子さん
第五位

伊達正信さん

第六位

田原悦子さん

第四位

主田重登さん

ゲーム参加者は43名

神楽 大黒様 ミニSL乗車体験たくさんのバザーが賑わいました臨時列車から多くの来場者

秋の全国火災予防運動（11月9日～

15日）にむけて防災パレードが行われま

した。空気が乾燥し火災が起きやすい

時期です。子ども達が火の用心を呼び

かけ町内を歩きました。

10月24日（金）

芸備線に乗って備後西城駅→比婆山駅→備後落合

駅まで行きました。子ども達は、車窓からのシャッター

チャンスをねらって撮影をしていました。落合駅では、

ボランティアガイドの永橋さんから駅舎に展示してある

写真の説明を聞きました。八鉾自治振興センターへ行

きオープンガーデンの色とりどりの花やかわいい猫の

置物、子ども達の個性がつまった写真がたくさん撮れ

ました。

講師の藤川さん、ご協力いただいた永橋さん、八鉾

自治振興センターのみなさん、ありがとうございました。

10月25日（土）

八鉾自治振興セ

ンターのガーデン

（上）ボランティアガイドの

永橋さんの説明を真剣に

聞く子ども達 講師の藤川さんと参加した子ども達

お菓子をプレゼント仮装した笑顔の子ども達

モルックは4コース

挨拶される

徳山会長

ドローンサッカー体験 当たれば大喜びの射的

グラウンド・ゴルフ

10月31日（金）

消防車を先頭に庄原市消防団西城方面隊、おひさま幼年消防クラブ、庄原消防署西城

出張所のパレード

10月17日（金）

10月21日（火）

県大生100人を超える前で清水地域マ

ネージャーが西城町の紹介や西城自治振

興区の活動、ドローンサッカー体験会を通

してのまちづくりについて講話をしました。

学生にドローンボールを操作してもらい楽

しさを体験してもらいました。

自己紹介をする

清水地域マネージャー 西城町が抱える課題や思いを学生に伝える

県大学生約60人がJR芸備線を利用し西城自治振興センター

にやって来ました。「中山間地の資源と暮らし」をテーマに清水

地域マネージャーが授業内容を計画しました。

間伐材を利用して薪を作る「西城木の駅」の活動を紹介し、薪

を作る作業は危険で乾燥に1年かかること、今も風呂焚きやス

トーブに薪を使用していることを伝えました。

途中から西城紫水高校生も加わり、薪クイズ、スウェーデン

トーチへの火付け、西城のさらなる資源の活用方法とPR方法に

ついてのディスカッションを行いました。 自然豊かな西城町の

観光資源について、意見交換ができました。

西城自治振興センター2階大集会室での受講風景

鍋もおけるスウェーデントーチ
紫水高生も加わり

ディスカッション

地域マネージャー
活躍中


